
 

 
 

 

 

私たちの愛するまち高浜市を未来へつなげていくために 

みんなでつくろう高浜市！  
高浜市自治基本条例の概要 

ずっとあんき

に暮らせる

まちにして 

いきたいわ 

みんなで知恵を 

出し合ったり、 

行動していったら、

もっともっといい 

まちになっていくん

じゃないかな 

子どもや孫たち

のために、 

何か私たちに 

できることは 

ないかしら 

 

ぼくたち、わたし

たちも高浜市の

将来について

考えていかなく

っちゃね 

元気で 

活力のある

まちにして 

いきたいね 

 

みんなに自慢

できる高浜市

になったら 

いいな！ 人と人とのつなが

りを大切にし、支え

あえる関係をつく

ることが、まちづくり

の基礎になって 

いくわね 

 

(H27.5.12) 

第１回検証委員会 

資料４ 
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（１）自治基本条例ってなに？ 

自治 基本 条例 
 
自ら治める  土台となる  ルール 
ための 

 

 

 

 

 

 

（２）なぜ、自治基本条例が必要なの？ ～自治基本条例の役割・意義 

① 「市民」「議会」「行政」の役割を明らかにする 

市民の想いを活かしたまちづくりを進めていくためには、「市民」「議会」

「行政」が果たす役割を明らかにし、みんなで力を合わせていくことが

大切です。 

② 高浜市独自の自治の仕組みを担保する 

  市民が主役のまちづくりを進めていくため、国の法律には規定が少ない

「住民自治」に関する制度・仕組み（例：まちづくり協議会、市政運営

への各種参画制度）を担保しています。 

③ 高浜市の自治の仕組みをわかりやすく示す 

みんなで力を合わせてまちづくりをしていくために、「高浜市のまちづ

くりの基本的な仕組みはこうなっている」ということを、わかりやすく

示しています。「高浜市の自治のメニュー表・手引書」ともいえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自治基本条例ってなんだろう？ １ 

「自分たちのまちのことは、自分たちで考え、自分たちでつくっていく」 

「決めたことに責任を持つ」という地方分権の趣旨を踏まえ、 

まちづくりに携わる「市民」「議会」「行政」の役割を明らかにし、 

高浜市の自治に関する仕組みや制度の基本を 

定めたルール（理念条例）です。 
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（３）高浜市の自治基本条例には、どんな特徴があるの？ 

 

 

 

① 「です・ます調」を採用 

     市民が、少しでも条例に親しみを持てるように、高浜市の条例としては初めての

「です・ます調」にしています。 

② 絞り込んだ条文数 

高浜市の自治の基本的な仕組みを整理し、誰にでもわかりやすくメニューのよう

に示すため、細かい規定については自治基本条例の中に盛り込まず、条文数を絞

り込みました。 

③ 市民の声を踏まえた条文づくり 

市民目線で、「まちづくりにあたってこんなルールがあったらいいな」という声

を拾い出しながら、条例案を練り上げてきました。以下の項目は、そんな声を反

映した、高浜市ならではの項目と言えます。 

 

 

 

 

 
 

     また、条例素案に対する市民の皆さんのご意見を伺うため、まちづくり車座談議、

出前トーク、パブリックコメント等を実施し、得られた意見を踏まえ、修正案の

検討を行いました。 

 

  

みんなでつくった わかりやすい条例 

☆子どものまちづくりに参加する権利（第６条） 

☆地域内分権の推進（第 16条）  ☆まちづくり協議会（第 17条） 

☆地域計画（第 18条）      ☆総合計画の策定等（第 21条） 

☆危機管理（第 22条） 
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自治基本条例の構成 ２ 
前文 

第１章 総則 

【第１条】 目的       【第２条】用語  

【第３条】 条例の位置づけ 

第２章 まちづくりの基本原則【第４条】 

（１）参画の原則  （２）協働の原則  （３）情報共有の原則 

第３章 まちづくりの担い手 

 

 

 

 

 

第１節 市民 

【第５条】市民の権利 

【第６条】 

子どものまちづくりに

参加する権利 

【第７条】 

市民の役割と責務 

【第８条】 

事業者の役割と責務 

 

第２節 議会 
 
【第９条】 

議会の役割と責務 

【第 10条】 

議員の役割と責務 

 

第３節 行政 
 
【第 11条】 

市長の役割と責務 

【第 12条】 

職員の役割と責務 

第 7章 条例の検証と見直し 

【第 24条】条例の検証と見直し 

第４章 参画と協働 

【第 13条】 

参画機会の保障 

【第 14条】住民投票 

【第 15条】協働の推進 

第５章 地域自治 

【第 16条】 

地域内分権の推進 

【第 17条】 

まちづくり協議会 

【第 18条】地域計画 

【第 19条】 

活動の育成と支援 

第６章 市政運営 

【第 20条】 

市政運営の基本原則 

【第 21条】 

総合計画の策定等 

【第 22条】危機管理 

【第 23条】 

他自治体等との連携と協力 
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 「前文」は高浜市が目指すまちづくりの姿、決意を表しています。 

 

  

 「第１章 総則」は、高浜市の自治に関して最も基本となる条例であることなど

を定めています。 

 

  

 「第２章 まちづくりの基本原則」は、みんなで力を合わせて高浜市をつくって

いくための基本となる行動原則を定めています。 

 

  

 「第３章 まちづくりの担い手」は、まちづくりの担い手である「市民」「議会」

「行政」の役割などを表しています。 

 

 高浜市内に住んでいる人だけでなく、働いている人や学生、市内で活動を行って

いる人々・団体、みんなで力を合わせていくことが大切です。 

 

 子どもや事業者も社会の一員として、まちづくりに関わっていきます。 

 

 議会や行政は市民の皆さんの意思を反映した市政運営を行っていきます。 

 

 

  

 「第４章 参画と協働」は、第２章に掲げた「まちづくりの基本原則」を推進す

るための方策について定めています。 

 

  

 「第５章 地域自治」は、身近な課題はできるだけ市民の皆さんに近いところで

対応・解決できるような自治の仕組みについて定めています。 

 

  

 「第６章 市政運営」は、市政運営にあたって最も基本的な事項について定めて

います。 

 

 

 

 

 「第７章 条例の検証と見直し」は、条文がその時々の社会情勢等に合っている

かを市民の皆さんの意見を交えて検証し、必要に応じて見直しをしていくことを

定めています。 
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 自治基本条例制定の背景・目

的、高浜市がこれから目指すべ

き姿、「自分たちのまちは、自分た

ちでつくる」という、まちづくりの決

意を表現しています。 

 

 通常の条例に「前文」が設けられ

ることは、ほとんどありませんが、

自治基本条例は「自治体の憲

法」とも言われることから、日本国

憲法にならって、前文を設けてい

ます。 

― 前文 ― 

私たちのまち高浜市は、自治の本来の姿に立ち返り、「自分

たちのまちは自分たちでつくる」という決意のもと地域内分権

を推進し、住民力を育んできました。地域に身近な課題は、地

域を構成する市民が最もよく知っています。そこで、地域で担

う方がより地域の発展につながるものについては、必要な権限

と財源を行政から地域へ移し、市民が自ら考え、自主的・自立

的に取り組むことができるよう、小学校区単位で住民自治組織

であるまちづくり協議会を設立しました。 

市民自治の芽を大きく育て、しっかりと根を下ろし、「高浜市

らしさ」を将来にわたって継続・発展させていくためには、ま

ちづくりの担い手である私たち一人ひとりが持っている力を出

し合い、みんなで高浜市を創りあげていくことが大切です。 

そこで、まちづくりにおける市民、議会及び行政の役割を定

め、互いに手と手をとり合いながら、「住んでみたい」「住んで

よかった」「いつまでも住み続けたい」と思える持続可能な自

立した基礎自治体・高浜市の確立を目指し、高浜市のまちづく

りの最高規範として自治基本条例をここに制定します。 

私たちの愛するまち高浜市を未来へとつなげていくために。 

 

 

 

 

 前文に掲げたまちづくりの決意を

踏まえ、条例のねらいや内容を簡

潔に表現しています。 

― 第１章 総則 ― 

（目的） 

第１条 この条例は、高浜市におけるまちづくりに関する基本

的事項を定め、市民、議会及び行政の果たすべき役割を明ら

かにすることにより、市民が主体となった自治の進展を図

り、持続可能な活力ある地域社会を実現することを目的とし

ます。 

 

 

 自治基本条例の解釈にあたっ

て、認識を共通にしておきたい用

語の意味を定めています。 

 

 まちづくりには、様々な人・団体が

力を合わせていくことが必要で 

（用語） 

第２条 この条例で使われている用語の意味は、次のとおりで

す。 

（１）市民 市内に住む者、働く者又は学ぶ者及び市内で事業

又は活動を行う者（法人その他の団体を含みます。）をい

います。 

 

各条文 ココがポイント！ ３ 
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（２）行政 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、

監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会（これ

らの機関の補助職員を含みます。）をいいます。 

（３）まちづくり 住みよい豊かな地域社会をつくるために市

民、議会及び行政が取り組む活動をいいます。 

（４）参画 政策、施策、事業等の立案から実施及び評価にい

たる各段階において、市民が主体的に参加し、意思形成に

関わることをいいます。 
 

あるとの考えから、「市民」の範囲を

単に「高浜市に住んでいる人」（住

民）に限定せず、市民団体や企業、

外国人も含め、幅広く捉えています。 

 

（条例の位置付け） 

第３条 この条例は、高浜市のまちづくりに関する基本を定

める最高規範であり、市民、議会及び行政は、この条例を

誠実に遵守するものとします。 

２ 議会及び行政は、他の条例、規則、計画等の制定、改廃

等に当たっては、この条例の趣旨を尊重し、この条例との

整合を図らなければなりません。 

 

 自治基本条例は「高浜市のまち

づくりに関する基本を定める最高

規範」です。 
 

 他の条例や規則を制定する場

合、あるいは、各種計画を策定・

見直す場合には、自治基本条例

の内容に合うように、整合をとっ

ていかなければなりません。 
 

― 第２章 まちづくりの基本原則 ― 

（まちづくりの基本原則） 

第４条 高浜市のまちづくりは、次の基本原則によるものとし

ます。 

（１）参画の原則 議会及び行政は、市民参画の機会を保障し、

市民の意思を反映した市政運営を行います。 

（２）協働の原則 市民、議会及び行政は、それぞれの立場や

果たすべき役割を自覚し、お互いを尊重・理解し、知恵と

力を出し合いながら連携・協力してまちづくりを行いま

す。 

（３）情報共有の原則 市民、議会及び行政は、それぞれが持

っているまちづくりに関する情報をお互いに提供し、共有

し合います。 

 

 みんなで力を合わせて高浜市を

つくっていくための行動原則を３

つ掲げています。 
 

 （１）参画の原則 

市民の想いを活かした市政運営

を進めていくため、市政運営の

様々な場面（例：事業等の立案・

実施・評価）において、市民が参

画できる機会を設けます。 
 

 （２）協働の原則 

公共的な課題は、市民・議会・行

政がそれぞれの持ち味を活かし、

力を合わせて解決していきます。 
 

 （３）情報共有の原則 

まちづくりは、まちの情報を知るこ

と、課題を共有することから始まり

ます。みんなで力を合わせてまち

づくりを行うため、議会や行政は、

まちづくりに関する情報をわかりや

すく、積極的に発信していきま

す。また、市民同士がお互いにコ

ミュニケーションをとりながら、情

報交換を活発にしていくことも大

切です。 
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 市民は、自らの意思に基づいて、

様々な形でまちづくりに関わること

ができます。 

 

― 第３章 まちづくりの担い手 ― 

第１節 市民 

（市民の権利） 

第５条 市民は、まちづくりに参画する権利があります。 

２ 市民は、まちづくりに関し、議会及び行政が持っている情

報を知る権利があります。 

３ 市民は、まちづくりに参画しないことを理由に不利益を受

けません。 

 

 

 子どもの頃から、地域の問題や将

来について関心を高めていくこと

が、次の時代を担う人材育成に

つながると考え、この条文を設け

ました。 

 

 子どものまちづくりへの参加には、

例えば、子どもの事業に関するこ

とについて、大人たちだけで決め

てしまうのではなく、子どもの意見

を言える機会をつくり、取り入れて

いくことなどがあります。 
 

（子どものまちづくりに参加する権利） 

第６条 子どもは、社会の一員として、それぞれの年齢にふさ

わしいまちづくりに参加する権利があります。 
 

 

 「第５条 市民の権利」と表裏一

体の関係にあります。 

 

 市民は、まちづくりに参画していく

よう努力する必要があること、参

画にあたってはお互いの自由な発

言や行動を認め合いながら、自

分の発言や行動にも責任を持つ

ことが大切です。 

 

（市民の役割と責務） 

第７条 市民は、まちづくりの主体であることを自覚し、まち

づくりに参画するよう努めます。 

２ 市民は、お互いの立場を尊重し、理解し合い、それぞれが

持っているまちづくりの情報を交換し合いながら、連携・協

力してまちづくりに取り組みます。 

３ 市民は、まちづくりに参画するに当たっては、公共の視点

を持ち、自らの発言と行動に責任を持つものとします。 

 

 用語の定義では、事業者も「市

民」の中に含まれますが、事業者

は地域社会を構成する一員とし

て、まちづくりに対する役割も大き

いと考え、この条文を設けました。 
 

（事業者の役割と責務） 

第８条 事業者は、自らも地域社会の一員であることを自覚

し、市民、議会及び行政と協力して、地域の課題解決に向け

た取組みに努めます。 
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第２節 議会 

（議会の役割と責務） 

第９条 議会は、市民の代表による意思決定機関であるととも

に、市政運営を監視及びけん制する機能を果たします。 

２ 議会は、政策論議及び立法活動の充実に努めます。 

３ 議会は、市民の意思を市政に適切に反映させるため、市民

との情報共有を図り、開かれた議会運営に努めます。 

４ 議会は、自らの機能と責務に関する基本的な事項につい

て、別に条例で定めます。 

 

 

 地方分権の進展により、自治体

の役割が拡大する中で、市民の

意思を反映した市政運営を行う

ためには、市政運営の監視・けん

制機能にとどまらず、政策論議や

立法活動（条例の提案）も求めら

れています。 

 

 第４項を踏まえ、平成２３年３月

に「議会基本条例」が制定され、

同年４月より施行されました。 

 

（議員の役割と責務） 

第１０条 議員は、市民の代表者として、政治倫理の確立を図

るとともに、市民の信託に応え、公平・公正かつ誠実に職務

を遂行します。 

２ 議員は、市民全体の利益を図ることを行動の指針とすると

ともに、審議能力及び政策立案能力の向上を図るため、自己

の研さんに努めます。 

 

 

 議員は特定の地域や団体などの

代表ではなく、市民の代表者とし

て、市民全体のために公平・公

正・誠実に職務を果たしていくこと

が求められています。 

 

第３節 行政 

（市長の役割と責務） 

第１１条 市長は、市民の信託に応え、市政の基本方針を明ら

かにし、高浜市の代表者として、公正かつ誠実に市政を運営

します。 

 

 

 

 

 市長は、自治基本条例に掲げた

目的の実現に向けて、この条例

を率先して守っていくことを、市民

や職員に示しながら、公正・誠実

に市政を運営していく責務があり

ます。 

 

（職員の役割と責務） 

第１２条 職員は、市民全体のために働く者として、市民の視

点に立って、公正かつ誠実に職務を行うとともに、職務に必

要な専門的知識の習得や能力・資質の向上を図ります。 

２ 職員は、自らも地域社会の一員であることを自覚し、積極

的に市民と連携し、市民との信頼関係を築きながら、職務を

行います。 

 

 

 市民全体のために働くという意識

を持つことが大切なのはもちろん

のこと、地域社会の一員であるこ

とを自覚し、市民とともに自治を

育み、まちづくりに取り組んでいく

という姿勢が欠かせません。 
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 「第４条 まちづくりの基本原則」

の「参画の原則」に基づき、市民

の意思に基づいた市政運営を行

うために、様々な参画制度を設け

ています。 

 

― 第４章 参画と協働 ― 

（参画機会の保障） 

第１３条 行政は、市民の意見が市政へ反映されるとともに、

参画する機会が保障されるよう、多様な参画制度を設けま

す。 

 

 

 地方自治体の意思決定は「間接

民主制」を基本としていますが、

「住民投票」は、市民の意思を直

接問うことができる制度です。 
 

 既に高浜市には「住民投票条例」

がありましたが、市民参画の重要

な制度ということで、この規定を設

けました。 
 

（住民投票） 

第１４条 市政に関する重要事項について、市民の意思を確認す

るため、投票資格を有する市民の請求又は議会若しくは市長の

発議により、別に条例で定めるところにより、住民投票を実施

することができます。 

 

 

 公共は行政だけが担うものではな

く、役割を分担しながらみんなで

力を合わせていくことが大切です。 

 

 協働が実りある成果を生み出すた

めには、お互いに役割と責任を明

らかにして目的を共有すること、

自主性・自発性を尊重すること、

信頼関係を築くことが大切です。 

 

（協働の推進） 

第１５条 市民、議会及び行政は、お互いの自主性及び自発性を

尊重するとともに、目的や情報を共有して、相互理解と信頼関

係のもとに、協働してまちづくりに取り組みます。 

２ 行政は、公共的課題の解決や公共的サービスの提供等につい

て、市民がその担い手となれるよう、協働を進めるための仕組

みづくりや必要な支援を行います。 

 

 

 市民の意思に基づくまちづくりを行

うためには、市政への市民参画も

大切なことですが、市民に身近な

課題は市民が考え、対応・解決を

していくという、地域の実情や実態

に沿ったまちづくりをできるようにし

ていくことが重要です。 

 

 そうした考えから、高浜市では、

必要な権限や財源を地域へ移し

ていく「地域内分権」を進め、その

担い手として、まちづくり協議会の

設立・活動を支援しています。 

 

― 第５章 地域自治 ― 

（地域内分権の推進） 

第１６条 行政は、地域を構成する市民がお互いに支え合いなが

ら安心して暮らすことのできる地域社会を実現するため、地域

のことは地域の市民が自ら考え、実行するための施策を講じる

とともに、地域の自主性・主体性を尊重し、お互いに補完し合

いながら、まちづくりを行います。 
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（まちづくり協議会） 

第１７条 市民は、前条に規定する地域内分権を推進する組織と

して、小学校区ごとに一を限り、その地域の市民で構成するま

ちづくり協議会を設置することができます。 

２ まちづくり協議会は、その地域の市民に開かれた組織とし、

身近な地域の課題を話し合い、解決できるよう、地域の市民の

意思を反映してまちづくりを行います。 

３ まちづくり協議会に関する必要な事項は、別に条例で定めま

す。 

 

 

 まちづくり協議会を条例に位置づ

けることにより、公共的団体として

担保しました。 

 

 第３項を踏まえ、まちづくり協議

会の要件を明文化した「まちづく

り協議会条例」が、平成２７年４

月から施行されました。 

（地域計画） 

第１８条 まちづくり協議会は、自らが取り組む地域のまちづく

りの目標、活動方針、内容等を定めた地域計画を策定します。 

２ 行政は、市政運営に当たり、地域計画を尊重します。 

 

 

 「地域計画」は、小学校区単位で

まちづくりの目標や活動方針、取

組内容等を長期的な視点で定め

たもので、平成２１年に全小学校

区で策定されました。現在、策定

から約５年が経過したことから、

見直し作業が行われています。 

 

 まちづくり協議会は「地域計画」に

基づいて、地域経営を行っていく

ということと、また、行政は各種計

画・施策の推進、事業の実施に

おいて「地域計画」を尊重する必

要があります。 

 

（活動の育成と支援） 

第１９条 市民は、自主的な意思によってまちづくり活動に参画

し、交流を育みながら、お互いに助け合い、地域課題を共有し、

解決に向けて行動するよう努めます。 

２ 市民、議会及び行政は、市民の自主的なまちづくり活動の役

割を尊重し、これを将来に向けて守り、育てるよう努めます。 

３ 行政は、まちづくり協議会、町内会等の基礎的なコミュニテ

ィ団体、その他の市民公益活動団体及び市民が活動しやすいよ

う必要な支援と協力を行います。 

 

 

 地域の自治が活性化し、豊かに

なっていくことによって、高浜市全

体の自治がたくましくなり、活力あ

る地域社会の実現につながって

いきます。 

 

 町内会など、地縁でつながってき

た団体や、活動内容や目的によ

って人々が結集するテーマ型の

市民活動も大切な担い手であり、

市民も議会も行政も、その役割を

認識し、お互いに守り、育てていく

ように努めていくことが大切です。 
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 市政運営にあたっての基本姿勢

として、「法令遵守」「情報公開・

情報共有」「個人情報保護」「説

明・応答責任」「財政運営」の５つ

を挙げています。 

 

― 第６章 市政運営 ― 

（市政運営の基本原則） 

第２０条 議会及び行政は、次に掲げる基本原則に基づいて、市

政を運営します。 

（１）法令遵守 公正を確保し、透明性を向上するため、法令を

遵守します。 

（２）情報公開・情報共有 市政に関して市民の知る権利を保障

し、議会及び行政が行う諸活動を市民に説明するため、別に

条例で定めるところにより、議会及び行政が持っている情報

を積極的に公開・提供し、市民と情報を共有します。 

（３）個人情報保護 市民の権利利益を保護するため、別に条例

で定めるところにより、議会及び行政が持っている個人情報

を適正に取り扱います。 

（４）説明・応答責任 市政に関して市民に積極的に説明する責

任を果たすとともに、市民から説明の要請があった場合に

は、誠実な応答に努めます。 

（５）財政運営 最少の経費で最大の効果を上げるよう、効果的

かつ効率的な財政運営を行います。 

 

 

 「総合計画」は、高浜市が行う全

ての政策・施策・事業の根拠とな

る最上位の計画です。 

 

現在は「第６次総合計画」（Ｈ２３

～Ｈ３３）を推進中で、市民ととも

に策定した計画を生きたものにし

ていくために、市民とともに目標の

達成状況や効果などを点検・検

証、見直し・改善策を検討すると

いった、計画の進行管理を行って

います。 

 

（総合計画の策定等） 

第２１条 議会及び行政は、総合的・計画的に市政を運営するた

め、総合計画を策定します。 

２ 総合計画は、目指すべき将来像を定める基本構想、これを実

現するための事業を定める基本計画、事業の進め方を明らかに

するアクションプランで構成します。 

３ 行政は、成果を重視した市政運営を目指すため、総合計画の

進行管理を行い、その状況をわかりやすく公表します。 

４ 行政は、総合計画に基づいて予算を編成し、計画的で健全な

財政運営に努めます。 

 

 「危機管理」は、条例策定時に市

民の関心が高かった項目です。 

 

 行政は市民の生命・財産等を守

るために、危機管理体制の整備

や未然防止対策を行うことが求

められます。 

（危機管理） 

第２２条 行政は、自然災害等不測の事態に備えて、市民、事業

者、関係機関等との連携・協力により、総合的かつ機動的な危

機管理体制の整備及び未然防止対策を行います。 

２ 市民及び事業者は、災害等の発生時に自らを守る努力をする

とともに、自らが果たすべき役割を認識し、相互に協力して災

害等に対応するよう努めます。 
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  また、市民・事業者も「自らの安

全は自らが守る」「地域の安全は

地域で守る」という意識を持ち、

役割を分担して、危機や災害発

生時の対応能力を高めていくこと

が大切です。 

 

（他の自治体等との連携と協力） 

第２３条 行政は、まちづくりの共通課題について、他の自治

体、関係機関等と互いに連携・協力しながら、その解決に努めま

す。 

 

 消防・救急、交通対策など、より

広域で対応した方がよい課題に

ついては、近隣自治体、あるいは

国・県などと連携・協力して取り組

んでいきます。 

 

 産業界や大学・研究所といった

民間企業・機関、市外に住んで

いる人（例：高浜市出身者、まち

づくりの専門家）も、連携・協力の

パートナーに含んでいます。 

 

― 第７章 条例の検証と見直し ― 

（条例の検証と見直し） 

第２４条 行政は、この条例の施行の日から起算して５年を超え

ないごとに、社会情勢の変化等に照らし合わせ、この条例の施

行の状況等について検討を加え、その結果に基づいて必要な措

置を行います。 

２ 行政は、前項に規定する検討や必要な措置を行うに当たって

は、多様な方法を用いて、市民の意見や提案を求めなければな

りません。 

 

 

 「条例をつくったら終わり」とせず、

各条文がその時々の社会情勢に

合っているか、運用してみて不都

合が生じていないか、高浜市に

ふさわしいものであり続けているか

どうかを、５年を超えない期間ごと

に、市民の意見を交えて検証し、

必要があれば見直しを行うことと

しています。 

 

 

 


